
 

例年、放火火災は出火原因の上位となっています。 

放火による火災から大切な命や財産を守るために、市町民、事業所

及び地域で努力して取り組んで頂きたい事項を吉川松伏消防組合

火災予防条例に明文化しました（令和３年４月１日施行）。市町民、

事業所及び地域で「放火されない・放火させない」環境づくりをしま

しょう。 

放火を抑制するため、 

監視カメラなど設置する 

自宅や物置などには鍵をかける 
自転車などには防炎製品の

カバーを使用する 

照明器具などで建物の 

周りを明るくする 

 

建物の周りに燃えやすい物を

置かない 

 

http://www.yoshimatsu-119.jp/yoboukakasaiyobuzyoureihouho/houkaniyorukasainoyoboureiki.pdf
http://www.yoshimatsu-119.jp/yoboukakasaiyobuzyoureihouho/houkaniyorukasainoyoboureiki.pdf


 

★放火による火災を防ぐための対策★ 

１ 建物の周りに燃えやすい物を置かない！ 

２ 門扉、車庫、物置などには鍵をかけ、不審者の侵入を防ぐ！ 

３ 屋外の照明を点灯するなど、建物の周りに有効な明るさを保つ！ 

４ 放火を抑制または早期に発見するためにセンサーライトや住宅用

火災警報器を設置する！ 

５ 火災予防に係る地域の活動に積極的に参加する！ 

６ 自動車や自転車などのカバーは防炎製品を使用する！ 
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